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昨
年
一
一
月
二
日
の
創
立
記
念
式

典
の
式
辞
を
、「
ぜ
ひ
同
窓
生
に
配
布

さ
れ
る
号
に
」
と
の
ご
要
望
を
い
た

だ
き
、
今
号
巻
頭
言
に
掲
載
し
ま
す
。

　

創
立
九
三
周
年
記
念
式
を
迎
え
、

学
園
の
創
造
者
、
導
き
手
で
あ
る
神

様
に
感
謝
を
献
げ
ま
す
。
そ
し
て
創

立
者
河
井
道
先
生
の
ご
労
苦
と
建
学

の
精
神
を
大
切
に
受
け
止
め
ま
す
。

志
を
共
に
す
る
全
て
の
方
々
に
、
心

か
ら
の
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

六
年
生
の
聖
書
の
授
業
で
気
付
い

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
Ｍ
・
Ｌ
・
キ

ン
グ
牧
師
と
河
井
先
生
は
、
不
思
議

な
程
似
て
い
る
の
で
す
。
授
業
で
キ

ン
グ
牧
師
の
二
つ
の
説
教
動
画
を
紹

介
し
ま
し
た
。
一
つ
は
、
有
名
な
、

I have a dream

（
私
に
は
夢
が
あ

る
）、
も
う
一
つ
は
、
三
九
歳
で
暗
殺

さ
れ
る
前
夜
、
生
涯
最
後
の
ス
ピ
ー
チ
、

I have been to the mountaintop

（
私
は
山
頂
に
行
っ
て
来
た
）
で
す
。

　

ま
ず
、I have a dream

。ス
ピ
ー

チ
の
最
後
は
、
世
界
中
の
人
が
違
い

を
超
え
て
あ
る
黒
人
霊
歌
を
歌
う
日

が
来
る
と
言
っ
て
終
わ
り
ま
す
。「
遂

に
自
由
だ
！
全
能
の
神
に
感
謝
し
ま

す
。
私
た
ち
は
遂
に
自
由
に
な
っ
た

の
だ
！
」。同
様
に
、河
井
先
生
の『
ス

ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
・
ド
ア
』
の
最
後
も
、

世
界
中
の
人
が
違
い
を
超
え
て
一
つ

の
歌
を
歌
う
日
が
来
る
と
書
い
て
い

る
の
で
す
。

　
「
気
候
風
土
の
異
な
る
さ
ま
ざ
ま

な
国
の
民
族
が
、
次
の
よ
う
に
歌
う

と
き
を
待
ち
望
み
た
い
と
思
う
。

　

主
は
わ
が
牧
者
な
り
、
わ
れ
乏
し

美
の
あ
ふ
れ
る
約
束
の
地
を
望
み
見

て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
。」

　

な
ぜ
二
人
は
こ
ん
な
に
似
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。
私
は
想
像（
妄

想
？
）
す
る
の
で
す
。
キ
ン
グ
牧
師

は
、
も
し
か
し
た
ら『
ス
ラ
イ
デ
ィ

ン
グ
・
ド
ア
』を
読
ん
だ
だ
ろ
う
か
？

　

実
は
キ
ン
グ
牧
師
の
生
年
は

一
九
二
九
年
、
恵
泉
女
学
園
の
創
立

の
年
で
す
。『
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
・
ド

ア
』
が
英
語
で
出
さ
れ
た
の
は

一
九
五
〇
年
。
そ
の
頃
二
一
歳
の
キ

ン
グ
は
、
自
分
の
生
年
に
日
本
で
平

和
を
願
っ
て
作
ら
れ
た
恵
泉
女
学
園

の
創
立
者
の
本
を
手
に
し
得
た
で

し
ょ
う
か
。

　

一
人
の
卒
業
生
が
興
味
深
い
こ
と

を
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ブ
リ

ン
マ
ー
の
友
人
た
ち
が
中
心
に
な
っ

て
つ
く
ら
れ
た
ミ
チ
・
カ
ワ
イ
・
ク

リ
ス
チ
ャ
ン
・
フ
ェ
ロ
シ
ッ
プ
の
メ

ン
バ
ー
に
は
、
小
学
生
の
キ
ン
グ
牧

師
を
教
え
た
方
が
い
た
と
の
こ
と
で

す
。
そ
し
て
彼
が
学
位
を
と
っ
た
ボ

ス
ト
ン
大
学
の
図
書
館
に
は
、『
ス
ラ

イ
デ
ィ
ン
グ
・
ド
ア
』
が
所
蔵
さ
れ

て
い
る
と
の
こ
と
！
キ
ン
グ
牧
師
の

生
涯
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
と
な
っ
た

二
つ
の
ス
ピ
ー
チ
に
河
井
先
生
の
著

書
の
影
響
が
あ
っ
た
の
な
ら
ば
、
実

に
興
味
深
い
つ
な
が
り
で
し
ょ
う
。

　

私
た
ち
も
今
日
、
自
ら
に
問
い
ま

き
こ
と
あ
ら
じ
。
主
は
わ
れ
を
み
ど

り
の
野
に
ふ
さ
せ
、
い
こ
い
の
水
際

に
と
も
な
い
た
も
う
。」

　

詩
編
二
三
編
で
す
。
私
た
ち
は
今

日
、
河
井
先
生
が
望
ま
れ
た
通
り
に
、

詩
編
二
三
編
を
歌
い
ま
し
た
。

　

生
徒
も
詩
編
二
三
編
を
歌
っ
て
い

ま
す
。
今
年
の
合
唱
の
会
の
課
題
曲

は
詩
編
二
三
編
で
し
た
。
私
は
そ
の

日
一
六
回
聴
き
つ
つ
、
正
に
河
井
先

生
の
望
み
通
り
だ
と
感
動
し
ま
し
た
。

と
い
う
わ
け
で
、I have a dream

は
、『
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
・
ド
ア
』
と

同
じ
テ
ー
マ
で
終
わ
る
の
で
す
。

　

も
う
一
つ
のI have been to 

the m
ountaintop

。
暗
殺
の
前
夜
、

聞
く
た
び
に
鳥
肌
が
立
つ
、
心
を
打

つ
ス
ピ
ー
チ
で
す
。
キ
ン
グ
牧
師
は
、

「
私
は
ピ
ス
ガ
の
山
頂
に
行
き
、
見

渡
し（
モ
ー
セ
の
よ
う
に
）
約
束
の

地
を
見
た
」
と
語
り
ま
す
。
そ
し
て
、

自
分
は
殺
さ
れ
て
一
緒
に
行
け
な
い

と
し
て
も
、
神
の
民
の
一
員
と
し
て

必
ず
そ
こ
に
行
く
の
だ
と
、
永
遠
の

世
界
で
の
確
信
を
語
り
ま
し
た
。
同

様
に『
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
・
ド
ア
』

の
最
後
で
、
河
井
先
生
は
ピ
ス
ガ
の

山
頂
に
言
及
し
て
い
る
の
で
す
。

　
「
私
は
、
私
の
生
徒
た
ち
が
恵
泉

女
学
園
の
真
の
意
義
を
銘
記
す
る
よ

う
に
と
い
う
祈
り
を
も
っ
て
ピ
ス
ガ

の
山
の
い
た
だ
き
に
立
ち
、
喜
び
と

し
ょ
う
。
私
た
ち
に
は
今
、
河
井
先

生
が
見
て
い
た
約
束
の
地
、
生
徒
に

も
見
え
る
よ
う
に
導
い
て
い
た
約
束

の
地
が
、
見
え
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

「
恵
泉
女
学
園
の
真
の
意
義
を
銘
記

す
る
よ
う
」
祈
り
つ
つ
、
心
を
高
く

上
げ
て「
ピ
ス
ガ
の
山
の
い
た
だ
き

に
立
ち
」、「
喜
び
と
美
の
あ
ふ
れ
る

約
束
の
地
」
を「
望
み
見
て
い
る
」

私
た
ち
で
あ
り
た
い
の
で
す
。
約
束

の
地
は
、
全
て
の
人
が
活
か
さ
れ
て

共
に
喜
ん
で
い
る
平
和
な
世
界
で
す
。

今
の
時
代
は
別
の
方
向
へ
の
凄
ま
じ

い
圧
力
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。
戦
争

が
続
き
、
人
間
が
大
切
に
活
か
さ
れ

ず
、
他
の
人
の
踏
み
台
に
さ
れ
て
い

ま
す
。
平
和
の
拠
点
で
あ
る
こ
こ
恵

泉
で
、
ピ
ス
ガ
の
山
の
高
み
か
ら
約

束
の
地
を
見
つ
つ
詩
編
二
三
編
を
歌

う
存
在
が
私
た
ち
で
す
。『
ス
ラ
イ

デ
ィ
ン
グ
・
ド
ア
』
に
は
、
そ
の
後

に
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
「
恵
泉
女
学
園
と
は
、
祝
福
さ
れ

た
泉
を
も
つ
女
子
の
学
び
の
園
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
小
さ
な
川
も
祝
福

さ
れ
る
な
ら
大
き
な
流
れ
と
な
り
、

そ
の
川
が
さ
ら
に
他
の
川
の
水
を
集

め
て
、
乾
い
た
荒
野
の
灌
漑
の
た
め

の
強
力
な
貯
水
池
が
で
き
る
。
私
は

ま
た
、
神
の
平
和
が
あ
た
か
も
大
海

原
を
水
が
覆
う
よ
う
に
地
の
上
に
み

な
ぎ
る
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
見
る
。
国
内

の
、
ま
た
国
際
的
な
砂
漠
は
喜
び
に

あ
ふ
れ
、
バ
ラ
の
よ
う
に
美
し
い
花

を
咲
か
せ
る
に
違
い
な
い
。」

　

恵
泉
女
学
園
が
目
指
し
て
進
む
所

と
私
た
ち
の
使
命
を
、
深
く
把
握
す

る
創
立
記
念
礼
拝
と
し
ま
し
ょ
う
。
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ピ
ス
ガ
山
頂
で
詩
編
二
三
編
を
歌
う
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